
令和４年度

令和４年度　《ＳＳＩ・ミニマムエッセンシャルズ（教員目標）評価アンケート結果》

Ⅰ　ＳＳＩについて

Ⅱ　ミニマムエッセンシャルズについて

0

5

10

15

20

25

Ａ Ｂ Ｃ D

人
数

1 安全で楽しい学校生活

教員

Ａ 十分達成できた

Ｂ まずまず達成できた

Ｃ あまり達成できなかった

Ｄ 全く達成できなかった
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2 個々の生徒の能力を伸ばす学校
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3 信頼される学校づくり
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5 朝読書を実施し、落ち着いた雰囲気で

授業を開始します。
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4 学習習慣の定着のため、各コースごとに適切

な質・量の課題を課し、評価します。
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6 各授業において小テスト等を定期的に実施す

ることにより、反復学習を徹底し学力の定着を図

ります。

0

5

10

15

20

25

Ａ Ｂ Ｃ D

人
数

7 「アクティブ・ラーニング」の視点に立った学びを

進め、生徒が自発的に学習するよう授業工夫に

努めます。
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8 ICT教育を充実させ、情報や情報手段を主体的

に選択し活用していくために必要な「情報活用能

力」を養います。
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9 小論文指導を早い時期から実施、読

む力、考える力、書く力を高めます。
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10 考査前には、朝学習や放課後の各科・コース

ごとの生徒個々に応じた対策学習を実施し、成

績の向上に努めます。
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11 学力向上を目指し、個別指導の充実

に努めます。
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12 漢字検定２～４級を取得できるよう指

導します。
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13 図書館の蔵書を充実し魅力を高める

とともに、多読者は表彰します。
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14 進路決定率100％を目指します。
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15 大学や各種・専門学校の情報収集を行い、学

校全体の進路指導の力量を高めます。
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16 1学年の早い時期からオープンキャンパスに

参加させ、卒業後の自分のイメージを膨らませ、

モチベーションを高めます。
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17 生徒面談や、進路実現チャートの作成などを

通し、早期に進路目標を設定させます。
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18 各科・コースに応じた進路ガイダンス

を充実させ、進路意識の向上を図りま

す。
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19 正しい職業観を養い、安易な職業選

択をさせません。
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20 早めの就職内定を目指し、普段から

「見られる自分」を意識させ、面接指導の

充実を図ります。
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21 インターンシップなどを通し、就業体

験の機会をつくります。
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29 入学直後のオリエンテーションを重視

し、高校生活への対応力を高めます。
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22 積極的に職場訪問を行い、職場開

拓・定着指導に努めます。
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23 各科・コースの特色を活かした各種資

格取得を推進し、進路実現に努めます。
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24 建学の理念に基づき、自尊感情や思

いやりの心を育てます。
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25 部活動により、「粘り強く」「豊かな人

間性」を養い、文武両道の精神を育てま

す。
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26 基本的生活習慣を育てます。
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27 科・コースの特色を活かしたボランティア活動

を実施し、地域貢献に努めます。
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28 「来校するすべての人はお客さま」の意識を徹

底し、日頃からの礼節を大切にします。
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30 教室、職員室も含め学校全体で、「まず両隣

の人に気を配る」運動を展開します。
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31 清掃活動を重んじ、点検と確認を徹

底します。
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32 ゴミ分別の徹底をとおし、環境保全の

意識を高めます。
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33 教育のあらゆる場面において、①問

題意識を持ち、②改善策を立て、③実行

し、④振り返りを行います。
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34 内外の研修に積極的に参加し力量を

高め、授業力の向上に努めます。
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35 生徒の授業評価の結果を受け止め改善を図

り、その後の授業に生かします。
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36 「指導」と「評価」は一体であることを認識し、

わかりやすく、ていねいな授業を行います。

0

5

10

15

20

25

Ａ Ｂ Ｃ D

人
数

37 「いつでも」「どこでも」相談を受け、生

徒理解に努めます。
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45 生徒に物事を「伝える」のではなく「伝わるよ

う」、指示・指導事項の徹底、点検に努めます。

0

5

10

15

20

25

Ａ Ｂ Ｃ D

人
数

38 コンプライアンス（危機管理、法令順守）の意

識をしっかり持ち、信頼保持に努めます。
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39 机上等の整理整頓を行い、常に環境保全、コ

スト意識をもって仕事を行います。
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40 学級経営に万全を期し、生徒の動向

を的確に把握します。
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41 各種通信等を活用して保護者との連

携を密にし、信頼関係を築きます。
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42 朝のHRを大切にし、「何事も出だしが

大切」の意識をもって一日を始めます。
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43 「やってみせ」「言って聞かせて」の指

導を徹底します。
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44 挨拶や提出期限などの勤務、服務の規律を

徹底し、日頃の言動、行動が生徒の見本となる

よう、努めます。
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46 「いじめ」や暴力行為は断固許さない

という毅然とした態度で生徒に接します。
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47 ホームページ更新、メディアの活用等、新鮮な

情報を発信し、学校PRに努めます。
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48 中学校と適時・適切に情報交換を行

い、生徒支援・情報提供に努めます。
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49 広い視野に立ち、深い教養、見識を

持つよう努めます。


